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１０月は乳がん予防月間です！
「知っていますか？乳がんのこと」

◎ 乳がんは予防と早期発見が大切です

日本人女性では乳がんにかかる人の数は増加して

おり，特に40歳代から乳がんにかかる危険性が高

くなります。そのため、40歳を過ぎたら自覚症状

がなくても、2年に1回は乳がん検診を受けること

が推奨されています。また、乳がん家系の女性は、

40歳未満から検診を受けることが勧められていま

す。自覚症状として一番多いのは、乳房のしこり、

乳頭からの分泌液、乳房の痛み、などです。自覚症

状がある女性は年齢に関係なく、医療機関を受診し

てください。月1回は自己検診でこれらの異常がな

いかを調べてみましょう。

◎ 乳がんは身近な病気です

乳がんは女性のがんの中で最も多く、近年増えています。一生涯に乳がん
になる女性は、最近では12人に1人とされています。

◎ 乳がんができやすいところ

乳がんが発生しやすい場所は、乳首を中心に乳房を4つに分けると、一番多

いのは乳房の外側の上の方（全体の53％）、次いで内側の上（19％）、外側

の下（14％）、内側の下（6％）、乳首付近（4％）の順です。

東北大学病院データ（2011-2014年）

◎ 乳がんのセルフチェック

◎ 乳がんのリスクになること

・初経年齢が早い ・閉経年齢が遅い

・出産歴がない ・初産年齢が遅い

・授乳歴がない ・閉経後の肥満

・飲酒習慣 ・一親等の乳がんの家族歴

・良性乳腺疾患の既往歴

＊乳がんの発生、増殖には、性ホルモンであるエストロゲ
ンが重要な働きをしています。

◎ 乳がんは早期発見すれば治癒率が高い

・欧米などでは、健診受診率の向上（７０～８０％）
により早期発見が増え、死亡率が年々減っています。
日本では３６．４％（２０１０年）と極めて低い受
診率となっています。
・月に一度のセルフチェックと、２年に一度の乳が
ん検診を受けましょう。

※ このリーフレットは日本乳癌学会HP、日本医師会HP、日本対

がん協会HPより一部引用
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